
有
為
転
変
は
世
の
習
い
。
二
〇
二
四

年
二
月
に
は
「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
ィ

ン
グ
広
島
」
が
完
成
し
、
広
島
駅
は
現

在
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
院
に
お
い
て
は

電
子
カ
ル
テ
導
入
の
真
っ
た
だ
中
。

常
に
変
化
を
求
め
ら
れ
る
時
代
。
人

を
思
い
や
る
気
持
ち
は
変
え
る
こ
と
な

く
、
昨
日
の
自
分
よ
り
も
良
い
自
分
を

目
指
し
て
、
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ａ
）
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更

新
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

有
効
期
限
が
七
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者

証
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
病
院

受
付
に
て
提
示
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
当
院
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
等
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

受
診
歴
・
薬
剤
情
報
な
ど
、
必
要
な

情
報
を
取
得
・
活
用
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。
公
費
負
担
医
療
制
度
（
重
度
障

害
・
難
病
医
療
な
ど
）
を
ご
利
用
中
の

方
は
、
各
証
書
の
提
示
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

正
確
な
情
報
を
取
得
・
活
用
す
る
た

め
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　ナ
カ
ム
ラ
病
院

医
事
課
主
任

山
﨑

　望

Ｐ
Ｉ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
五
月
十
一

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
「
角
保
雅

彦

　書
展
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
角

保
先
生
は
、
東
京
学
芸
大
学
の
書
道

科
・
書
道
専
攻
科
を
卒
業
さ
れ
、
広
島

城
北
学
園
で
書
道
の
教
諭
を
さ
れ
て
い

る
書
家
で
す
。

書
を
始
め
た
の
は
四
歳
。
書
道
塾
を

開
い
て
い
た
お
父
様
の
影
響
で
、
自
然
と

書
に
触
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
厳
し
い
指

導
を
受
け
、
書
の
あ
る
世
界
が
当
た
り
前

で
、
大
学
で
も
書
の
道
を
選
ん
だ
角
保

先
生
。
大
学
に
入
り
、
視
野
が
広
が
っ
て

か
ら
は
、
書
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
書

に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

書
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
字
と
意

味
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
本
来
の
文
字
の

形
や
意
味
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
美
術

的
で
あ
り
、
視
覚
的
に
直
感
で
意
味
を

感
じ
取
れ
る
よ
う
な
書
を
目
指
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

角
保
先
生
の
書
は
紙
の
白
の
部
分
す

ら
も
ア
ー
ト
の
一
部
。「
線
」
と
「
空
間
」

が
織
り
な
す
白
と
黒
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
目

し
て
、
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

事
務
部

　穴
田

　雄
大

　

※表紙の写真は角保雅彦  書展の展示を写したものです。
撮影者 ： 施設清掃　三好　奈緒

※表紙の写真は角保雅彦  書展の展示を写したものです。
撮影者 ： 施設清掃　三好　奈緒

角
保
雅
彦

  

書
展

角
保
雅
彦

  

書
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保
険
証
提
示

　の
お
願
い

保
険
証
提
示

　の
お
願
い

保
険
証
提
示

　の
お
願
い
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平
成
五
年
に
開
設
し
た
介
護
老
人
保

健
施
設
「
ま
い
え
」
は
昨
年
三
十
周
年

の
節
目
を
迎
え
、
こ
の
四
月
に
は
在
宅

強
化
型
か
ら
超
強
化
型
に
移
行
し
、
本

年
は
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
の
年
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
老
人
保
健
施
設
《
以
下
老
健
》

は
、
在
宅
復
帰
・
生
活
支
援
の
た
め
の

施
設
で
す
。
平
成
三
十
年
の
介
護
保
険

法
改
正
に
伴
い
再
編
成
さ
れ
「
そ
の
他

型
」「
基
本
型
」「
加
算
型
」「
強
化
型
」

「
超
強
化
型
」
の
五
種
類
に
区
分
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
加
算
型
、
強
化
型
、

超
強
化
型
は
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
、

要
件
を
満
た
し
た
在
宅
復
帰
、
在
宅
支

援
機
能
が
高
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
老

健
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
以
前
の
そ
の
他
型
、
基
本
型

だ
っ
た
頃
の
老
健
と
比
べ
る
と
何
が
変

わ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
一
番
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
個
別
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
老
健

は
も
と
も
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
機
能
維
持
、
改
善
の
役
割
を
担

う
施
設
と
し
て
存
在
し
ま
す
が
、
強
化

型
、
超
強
化
型
に
な
る
と
充
実
し
た
リ

ハ
ビ
リ
と
し
て
、
少
な
く
と
も
週
三
回
程

度
以
上
の
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
必
須
条
件
と
な
り
ま
す
。

従
来
の
食
事
や
排
泄
な
ど
の
日
常
生

活
を
行
い
な
が
ら
獲
得
し
て
い
く
生
活
リ

ハ
ビ
リ
と
、
個
々
の
必
要
な
能
力
や
動
作

に
応
じ
て
週
に
三
回
程
度
以
上
の
個
別

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
事
で
、
在
宅
復
帰
を
よ

り
一
層
支
援
し
て
い
く
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の

人
数
も
大
幅
に
増
員
さ
れ
、
個
別
に
関

わ
る
時
間
も
増
や
す
こ
と
が
出
来
、
今

ま
で
以
上
に
在
宅
復
帰
、
在
宅
支
援
に

繋
げ
る
こ
と
で
、
超
強
化
型
へ
移
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

入
所
前
後
に
自
宅
に
訪
問
し
、
ベ
ッ

ド
の
高
さ
の
調
整
や
玄
関
に
上
が
り
框

の
段
差
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る

よ
う
階
段
で
の
昇
降
練
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
退
所
前
後
に
は
、
在
宅
の
介
護

支
援
専
門
員
と
連
携
を
取
り
、
ど
う
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
の
か
最
善
の

利
用
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
、
利
用
者
さ
ま
の
生
活
パ
タ
ー
ン

に
応
じ
て
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
を
模
索
し
、

実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
質
の
高
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
事
が
出
来
て

い
ま
す
。

老
健
は
、
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る

公
的
な
施
設
で
す
。
利
用
さ
れ
る
方
も

様
々
で
、「
退
院
は
決
ま
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
自
宅
に
帰
る
に
は
ち
ょ
っ
と…

」「
足

腰
が
弱
く
な
っ
て
き
て
、
一
人
で
暮
ら
す

に
は
少
し
不
安…

」
と
い
う
方
、
寒
い
時

期
、
暑
い
時
期
だ
け
の
短
期
入
所
の
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
レ
ス
パ
イ

ト
（
介
護
負
担
軽
減
）
目
的
や
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
と
き
な
ど
、

必
要
な
時
に
必
要
な
期
間
を
ま
い
え
で

過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
職
種
連
携
を
行
い
な

が
ら
、
入
所
者
さ
ま
・
利
用
者
さ
ま
が

少
し
で
も
前
へ
（
ま
い
え
）
進
ん
で
い
け
る

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　介
護
老
人
保
健
施
設

　ま
い
え

看
護
部
長

　木
原

　久
美
子

　

デイケア室長に聞きました。
“にぎや家”ってどんなところ？
デイケア室長に聞きました。
“にぎや家”ってどんなところ？ にぎや家  室長　濱本　典子にぎや家  室長　濱本　典子

登録利用者数6名から始まったナカムラ病院重度認知症患者デイケア「にぎや家」は、おかげさまで今年
開設30周年を迎えることができました。スタッフ一同、初心を忘れず一層の努力をしていく所存です。
さて、「重度認知症患者デイケア」とは、認知症の進行によって日常生活に大きな影響がある方に対して
様々なプログラムを実施する場所です。ご利用にあたっては介護保険ではなく医療保険や自立支援医療制度
が適用されます。医療保険と介護保険を併用することも出来ますので、在宅介護の選択肢が広がります。
にぎや家では、利用者様が在宅生活を送る上で必要な身体機能の維持、精神状態の安定を図るために必
要なサポートを多職種と連携をとりながら行っております。開設から30年の間に、平成13年8月に歯科診療
室開設、平成23年7月に物忘れ外来も開設され、精神科・歯科の受診、嚥下造影や入院入所など支援の幅も
広がっています。また、法人内は勿論のこと、介護保険を使ったサービスやケアマネージャー、地域包括支援
センターなどとも協力をして、その方に合った在宅介護を支援しています。
大切な家族だからこそ少しでも長く住み慣れた家で過ごしてほしいと願う一方で、介護に心が疲れて優し
くできない日もあると思います。ご家族と患者様が少し心にゆとりを持てる…「にぎや家」がそんな時間を
作る場所になれればと願っています。

●平成6年7月1日
広島県内初の重度痴呆患者デイケアとし
てにぎや家開設

●平成13年
病棟の一画から現在の
場所へ移転
名称を“にぎや家”に

●平成16年
重度認知症患者デイケ
アに変更となる

●現在（令和6年6月時点）
登録人数47名
平均利用人数19.4名

【にぎや家の歩み】

今年7月に開設30周年を迎える、
ナカムラ病院重度認知症患者デイケアの“にぎや家”の様子をお伝えします。

ナカムラ病院デイケアのにぎや家が
開設30周年を迎えました！

ナカムラ病院デイケアのにぎや家が
開設30周年を迎えました！

ナカムラ病院デイケアのにぎや家が
開設30周年を迎えました！

ナカムラ病院デイケアのにぎや家が
開設30周年を迎えました！ まいえが

超強化型老健に

なりました！

まいえが
超強化型老健に

なりました！

まいえが
超強化型老健に

なりました！

まいえが
超強化型老健に

なりました！
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平
成
五
年
に
開
設
し
た
介
護
老
人
保

健
施
設
「
ま
い
え
」
は
昨
年
三
十
周
年

の
節
目
を
迎
え
、
こ
の
四
月
に
は
在
宅

強
化
型
か
ら
超
強
化
型
に
移
行
し
、
本

年
は
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
の
年
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
老
人
保
健
施
設
《
以
下
老
健
》

は
、
在
宅
復
帰
・
生
活
支
援
の
た
め
の

施
設
で
す
。
平
成
三
十
年
の
介
護
保
険

法
改
正
に
伴
い
再
編
成
さ
れ
「
そ
の
他

型
」「
基
本
型
」「
加
算
型
」「
強
化
型
」

「
超
強
化
型
」
の
五
種
類
に
区
分
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
加
算
型
、
強
化
型
、

超
強
化
型
は
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
、

要
件
を
満
た
し
た
在
宅
復
帰
、
在
宅
支

援
機
能
が
高
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
老

健
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
以
前
の
そ
の
他
型
、
基
本
型

だ
っ
た
頃
の
老
健
と
比
べ
る
と
何
が
変

わ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
一
番
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
個
別
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
老
健

は
も
と
も
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
機
能
維
持
、
改
善
の
役
割
を
担

う
施
設
と
し
て
存
在
し
ま
す
が
、
強
化

型
、
超
強
化
型
に
な
る
と
充
実
し
た
リ

ハ
ビ
リ
と
し
て
、
少
な
く
と
も
週
三
回
程

度
以
上
の
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
必
須
条
件
と
な
り
ま
す
。

従
来
の
食
事
や
排
泄
な
ど
の
日
常
生

活
を
行
い
な
が
ら
獲
得
し
て
い
く
生
活
リ

ハ
ビ
リ
と
、
個
々
の
必
要
な
能
力
や
動
作

に
応
じ
て
週
に
三
回
程
度
以
上
の
個
別

リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
事
で
、
在
宅
復
帰
を
よ

り
一
層
支
援
し
て
い
く
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の

人
数
も
大
幅
に
増
員
さ
れ
、
個
別
に
関

わ
る
時
間
も
増
や
す
こ
と
が
出
来
、
今

ま
で
以
上
に
在
宅
復
帰
、
在
宅
支
援
に

繋
げ
る
こ
と
で
、
超
強
化
型
へ
移
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

入
所
前
後
に
自
宅
に
訪
問
し
、
ベ
ッ

ド
の
高
さ
の
調
整
や
玄
関
に
上
が
り
框

の
段
差
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る

よ
う
階
段
で
の
昇
降
練
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
退
所
前
後
に
は
、
在
宅
の
介
護

支
援
専
門
員
と
連
携
を
取
り
、
ど
う
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
の
か
最
善
の

利
用
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
、
利
用
者
さ
ま
の
生
活
パ
タ
ー
ン

に
応
じ
て
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
を
模
索
し
、

実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、
質
の
高
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
事
が
出
来
て

い
ま
す
。

老
健
は
、
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る

公
的
な
施
設
で
す
。
利
用
さ
れ
る
方
も

様
々
で
、「
退
院
は
決
ま
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
自
宅
に
帰
る
に
は
ち
ょ
っ
と…

」「
足

腰
が
弱
く
な
っ
て
き
て
、
一
人
で
暮
ら
す

に
は
少
し
不
安…

」
と
い
う
方
、
寒
い
時

期
、
暑
い
時
期
だ
け
の
短
期
入
所
の
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
レ
ス
パ
イ

ト
（
介
護
負
担
軽
減
）
目
的
や
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
と
き
な
ど
、

必
要
な
時
に
必
要
な
期
間
を
ま
い
え
で

過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
職
種
連
携
を
行
い
な

が
ら
、
入
所
者
さ
ま
・
利
用
者
さ
ま
が

少
し
で
も
前
へ
（
ま
い
え
）
進
ん
で
い
け
る

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　介
護
老
人
保
健
施
設

　ま
い
え

看
護
部
長

　木
原

　久
美
子
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“にぎや家”ってどんなところ？
デイケア室長に聞きました。
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五
月
の
上
旬
、Ｂ
６
病
棟
の
患

者
さ
ま
と
一
緒
に
ト
マ
ト
と
オ
ク

ラ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
患
者
さ
ま
は
、
仕

事
や
趣
味
で
野
菜
作
り
を
さ
れ
て

い
た
経
験
も
あ
り
、
支
柱
を
立
て

る
位
置
や
苗
の
感
覚
な
ど
、
患
者

さ
ま
同
士
で
話
し
合
っ
て
進
め
ら

れ
、
い
つ
も
以
上
に
や
る
気
溢
れ
る

表
情
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

職
員
は
そ
ん
な
プ
ロ
の
技
を
間

近
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ナカ
ム
ラ
病
院

　
　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

作
業
療
法
士

　新
中

　浩
司

根拠ある活動提供に向けて
～A-QOAを用いて活動評価の視点を知る～
根拠ある活動提供に向けて
～A-QOAを用いて活動評価の視点を知る～

ナカムラ病院　リハビリテーション科　作業療法士　関　真弥

日頃から入院患者さまのQОL向上を図るため様々な活動を通して作業療法介入を行っていますが、作業療法士
のこれまでの経験でその反応を判断する場面が多くあります。そこで今回は、作業療法士が患者さまに対して意
味のある活動を提供し、効果的に支援出来ているのかを客観的に検証を行い、作業療法士の主観と活動の質に相
関がみられる結果となりました。患者さまの行っている活動の質を数値化することで根拠ある活動提供の一助と
なり、私たち作業療法士の治療やケアのやりがいに繋がると感じました。今後も引き続き患者さまの活動支援に
取り組んでいきたいと思います。

第12回
広島県精神科病院協会学会

会期：2024年6月8日（土）
会場：広島医師会館

研究発表を行いました

そ
ろ
そ
ろ
お
な
じ
み
に
な
っ
て
き

た
で
し
ょ
う
か
？  

認
知
症
カ
フ
ェ「
サ

ロ
ン
・
ド
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
」
で
す
。
今

回
は
六
月
に
開
催
さ
れ
た
観
音
台
公
民

館
で
の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
ず
第
一
部
。
理
事
長
の
中
村
が
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ボ
ー
イ
ズ
が
認

知
症
の
お
父
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
扮

し
、
チ
ー
ム
員
が
初
め
て
訪
問
す
る
と

い
う
寸
劇
を
披
露
。
話
を
聞
く
だ
け
で

は
わ
か
り
に
く
い
こ
と
も
、
こ
う
や
っ
て

劇
に
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
す

ね
。
認
知
症
の
症
状
な
ど
で
お
困
り
の

こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
二
部
は
上
野
眞
樹
先
生
に
よ
る
バ

イ
オ
リ
ン
の
生
演
奏
。
素
敵
な
音
色
と

ト
ー
ク
に
い
つ
も
癒
さ
れ
ま
す
♪

最
後
は
待
ち
に
待
っ
た
ピ
ア
ボ
ー
イ

ズ
の
再
登
場
で
す
。
今
回
は
な
ん
と
、

こ
れ
ま
で
披
露
し
て
き
た
全
て
の
曲
と

体
操
を
披
露
♪  

合
わ
せ
て
五
曲
も
歌
っ

て
踊
っ
て
、
そ
し
て
笑
っ
て…

会
場
が

一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
体
を
動
か
す
こ
と
、
生
の
演
奏
に

触
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
思
い
っ

き
り
笑
っ
て
楽
し
む
こ
と
！  

こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ま
の
笑
顔
に
会
い
に
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
‼

認
知
症
カ
フ
ェ
・
ス
タ
ッ
フ

　
　

 

　

振
付
師

　

認知症カフェだより

＊ACPとは…
「自分で意思決定ができなくなった時に備え、人生の最終段
階の医療や介護について患者さん、家族、医療スタッフが話
し合い、患者さんにとって最善のケアが行われるようにする
過程」を言います。

③
話
し
合
っ
た
内
容
を
基
に
医
療
・

看
護
・
介
護
に
あ
た
り
ま
す
。

②
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
を
入

院
・
入
所
時
に
確
認
し
ま
す
。
患

者
さ
ま
・
ご
家
族
さ
ま
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
皆
で
今

後
の
医
療
ケ
ア
の
方
針
を
話
し
合

い
ま
す
。ナ

カ
ム
ラ
病
院

　
　
　
　
　
　

院
長

　塚
野

　健

当
院
で
も
左
記
の
流
れ
で
Ａ
Ｃ
Ｐ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

①
入
院
・
入
所
が
決
定
し
た
ら
Ａ
Ｃ
Ｐ

の
説
明
資
料
を
ご
家
族
さ
ま
に
お

渡
し
し
ま
す
。

　
　
入
院
・
入
所
日
ま
で
に
患
者
さ

ま
・
ご
家
族
さ
ま
間
で
今
後
受
け

た
い
医
療
ケ
ア
の
希
望
を
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

厚生労働省のACP：人生会議のロゴマーク

ACP（アドバンス・ケア・プランニング）についてACP（アドバンス・ケア・プランニング）についてACP（アドバンス・ケア・プランニング）についてACP（アドバンス・ケア・プランニング）について

水はたっぷり

あげんといけんよ
ー
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そ
こ
で
、
自
転
車
通
勤
者
の
中
で
、
ま

だ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な
い
職
員
に

交
付
い
た
し
ま
し
た
。
交
付
式
終
了
後
に

は
、
佐
伯
警
察
署
に
よ
る
交
通
安
全
講

話
を
受
講
し
、
自
転
車
乗
車
時
の
交
通

ル
ー
ル
や
、
自
転
車
の
点
検
の
仕
方
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

当
院
の
通
勤
路
は
団
地
に
接
し
て
お

り
、
通
勤
時
に
は
小
学
校
の
児
童
、
中

学
・
高
校
の
生
徒
さ
ん
と
も
行
き
違
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い

る
職
員
の
姿
を
見
て
、
地
域
の
方
の
意
識

が
変
わ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
装
着
率
の
向
上

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　医
療
法
人
ピ
ー
ア
イ
エ
ー

安
全
運
転
管
理
者

　中
森

　一
宏

　

令
和
六
年
五
月
九
日
に
ナ
カ
ム
ラ
病

院
に
お
い
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
交
付
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
自
転
車
通
勤
を
し
て
い

る
職
員
に
、
当
院
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
交

付
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
交
付
式
は
広

島
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課

と
佐
伯
警
察
署
と
の
共
催
で
、
と
て
も

盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

広
島
県
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
装
着
率
は
昨

年
七
月
時
点
で
六
・
六
％
と
低
く
、
全

国
平
均
の
十
三
・
五
％
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。
当
院
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
技
能
実
習
生
を
含
め
、
数
人
の
自
転

車
通
勤
者
が
い
ま
す
が
、
全
員
が
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
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●

●
●

●
●
●
●

●
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売店（陽光の家）
おやつレク【いこい・つどい・
ふれあい・ほほえみ】（陽光の家）
郷土料理【宮城】（陽光の家）

●

●
●
●
●
●

●
●

●
●

うまく送れるかな！ カブトと鯉の
ぼりの早送りゲーム（にぎや家）
菖蒲湯（まいえ1）
昼食バイキング（まいえ1）
バスハイキング（つぼい）
フルーツバイキング（B5）
春【踊りやお菓子を食べて
楽しんでいただく】（B6）
昔あそび（まいえ2）
おやつレク【ふれあい・いこい・
つどい・ほほえみ】（陽光の家）
売店（陽光の家）
郷土料理【香川】（陽光の家）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

吹奏楽演奏会（全体行事）
あじさいの会（B5）
カルタ大会（まいえ1）
七夕（ひいろB4）
ビンゴ大会（まいえ2）
あじさい寺へ散歩（にぎや家）
昼食バイキング（まいえ2）
売店（陽光の家）
郷土料理【山口】（陽光の家）
おやつレク【ふれあい・ほほえみ・
いこい・つどい】（陽光の家）

いきいき行事ダイジェストいきいき行事ダイジェスト

み りーぁふ
光陽

と
、「
わ
〜
！ 

す
ご
く
美
味
し
そ
う
！ 

ど
れ
に
す
る
か
悩
む
わ
ね
！
」
と
、
目
を

キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
喜
ば
れ
、
選
ん
だ

ケ
ー
キ
を
嬉
し
そ
う
に
召
し
上
が
ら
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
様
・
入
所
者
様

に
食
を
通
じ
て
笑
顔
に
な
っ
て
頂
け
る
行

事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　陽
光
の
家

管
理
栄
養
士

　永
井

　直
子

　

陽
光
の
家
は
五
月
二
十
日
に
開
設
三

十
六
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
日
、お
祝
い
を
込
め
て
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
特
養
共
に
豪
華
な
ケ
ー
キ
バ
イ

キ
ン
グ
を
開
催
し
、
皆
様
に
楽
し
ん
で

頂
き
ま
し
た
。

バ
イ
キ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
チ
ョ
コ

や
抹
茶
の
ム
ー
ス
ケ
ー
キ
に
カ
ラ
フ
ル
な

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
は
六
種
類
！ 

ペ
ー
ス
ト

食
の
方
で
も
食
べ
や
す
い
プ
リ
ン
や
い
ち

ご
の
ム
ー
ス
を
用
意
し
、
更
に
一
人
ず
つ

フ
ル
ー
ツ
三
種
盛
り
付
と
大
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
内
容
!!

ガ
ー
ラ
ン
ド
で
飾
り
付
け
た
カ
ー
ト

に
乗
せ
皆
様
の
と
こ
ろ
に
お
持
ち
す
る

陽光の家  開設36周年記念
ケーキバイキング

五
月
二
十
日
に
、
ダ
ン
ダ
ン
ダ
ン
ス

の
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
暑
さ
を
も

の
と
も
せ
ず
、
職
員
と
患
者
さ
ま
で
歌

や
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。
一
生
懸

命
に
踊
る
職
員
を
、
患
者
さ
ま
が
手
拍

子
し
た
り
鈴
を
振
っ
た
り
し
て
応
援
も

し
て
く
だ
さ
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

仮
装
し
た
職
員
を
み
て
「
男
か
ね
？ 

女
か
ね
？
」
「
誰
か
ね
？
」
と
推
理
さ

れ
た
り
、
不
思
議
そ
う
に
さ
れ
る
患
者

さ
ま
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
楽
し
く
和
や
か

な
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
　ナ
カ
ム
ラ
病
院

　Ｂ
６
病
棟

介
護
職
員

　貞
森

　光
城

　

行事だより

Dun Dun Dance

ヘ
ル
メ
ッ
ト
交
付
式

ヘ
ル
メ
ッ
ト
交
付
式
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そ
こ
で
、
自
転
車
通
勤
者
の
中
で
、
ま

だ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
な
い
職
員
に

交
付
い
た
し
ま
し
た
。
交
付
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終
了
後
に

は
、
佐
伯
警
察
署
に
よ
る
交
通
安
全
講

話
を
受
講
し
、
自
転
車
乗
車
時
の
交
通

ル
ー
ル
や
、
自
転
車
の
点
検
の
仕
方
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
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院
の
通
勤
路
は
団
地
に
接
し
て
お

り
、
通
勤
時
に
は
小
学
校
の
児
童
、
中

学
・
高
校
の
生
徒
さ
ん
と
も
行
き
違
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い

る
職
員
の
姿
を
見
て
、
地
域
の
方
の
意
識

が
変
わ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
装
着
率
の
向
上

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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療
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ピ
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イ
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森
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宏
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付
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有
為
転
変
は
世
の
習
い
。
二
〇
二
四

年
二
月
に
は
「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
ィ

ン
グ
広
島
」
が
完
成
し
、
広
島
駅
は
現

在
大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
院
に
お
い
て
は

電
子
カ
ル
テ
導
入
の
真
っ
た
だ
中
。

常
に
変
化
を
求
め
ら
れ
る
時
代
。
人

を
思
い
や
る
気
持
ち
は
変
え
る
こ
と
な

く
、
昨
日
の
自
分
よ
り
も
良
い
自
分
を

目
指
し
て
、
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ａ
）

編
　集
　後
　記

・ まいえが超強化型老健になりました！…  2p

・ デイケアにぎや家  開設30周年 ……… 3p

・ PIAギャラリー  角保雅彦  書展 ……… 8p

・ まいえが超強化型老健になりました！…  2p

・ デイケアにぎや家  開設30周年 ……… 3p

・ PIAギャラリー  角保雅彦  書展 ……… 8p

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更

新
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

有
効
期
限
が
七
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
被
保
険
者

証
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
病
院

受
付
に
て
提
示
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
当
院
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
等
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

受
診
歴
・
薬
剤
情
報
な
ど
、
必
要
な

情
報
を
取
得
・
活
用
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。
公
費
負
担
医
療
制
度
（
重
度
障

害
・
難
病
医
療
な
ど
）
を
ご
利
用
中
の

方
は
、
各
証
書
の
提
示
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

正
確
な
情
報
を
取
得
・
活
用
す
る
た

め
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　ナ
カ
ム
ラ
病
院

医
事
課
主
任

山
﨑

　望

Ｐ
Ｉ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
五
月
十
一

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
「
角
保
雅

彦

　書
展
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
角

保
先
生
は
、
東
京
学
芸
大
学
の
書
道

科
・
書
道
専
攻
科
を
卒
業
さ
れ
、
広
島

城
北
学
園
で
書
道
の
教
諭
を
さ
れ
て
い

る
書
家
で
す
。

書
を
始
め
た
の
は
四
歳
。
書
道
塾
を

開
い
て
い
た
お
父
様
の
影
響
で
、
自
然
と

書
に
触
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
厳
し
い
指

導
を
受
け
、
書
の
あ
る
世
界
が
当
た
り
前

で
、
大
学
で
も
書
の
道
を
選
ん
だ
角
保

先
生
。
大
学
に
入
り
、
視
野
が
広
が
っ
て

か
ら
は
、
書
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
書

に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

書
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
字
と
意

味
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
本
来
の
文
字
の

形
や
意
味
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
美
術

的
で
あ
り
、
視
覚
的
に
直
感
で
意
味
を

感
じ
取
れ
る
よ
う
な
書
を
目
指
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

角
保
先
生
の
書
は
紙
の
白
の
部
分
す

ら
も
ア
ー
ト
の
一
部
。「
線
」
と
「
空
間
」

が
織
り
な
す
白
と
黒
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
目

し
て
、
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

事
務
部

　穴
田

　雄
大
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